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 中部メディカル 訪問看護ステーションの理念  

●こころを大切に （ご本人とご家族のこころを大切にします） 

●連携を大切に  （地域のケアチームと親密で良好な関係を築いていきます） 

●スピードを大切に（出来る限り早く対応して信頼されるステーションを目指します） 

 

  中部メディカル新聞 平成 25年 10月 第 5 号 

 訪問看護ステーションの介護報酬 Ｑ＆Ａ 

訪問看護ステーションの介護報酬Ｑ＆Ａの一部抜粋したものを掲載いたします。 

複雑で分かりにくい内容のものは、関係監督省庁へその都度確認をさせて頂きます。 

Q１）退院時共同指導加算は 2ヶ所の訪問看護事業所で算定可能か？ 

A１） 1ヶ所のみ。しかし、特別管理加算対象者で、別々に訪問した場合は可能 

Q２）同一月に、2 ヵ所の訪問看護事業所を新たに利用する場合、それぞれの訪問看護事業

所で初回加算を算定できるのか。 

A２）算定できる。 

Q３）理学療法士等が行う訪問について 1 日 3 回分の訪問の場合の算定方法は？ 

A３） 316 単位×90/100＝284 単位 284 単位×3 回＝852 単位。 

Q４）理学療法士等が行う訪問について 38 分の訪問は、1 回分か 2 回分として算定か？ 

A４） 1 回が 20 分以上のため 1 回分となる。 

Q５）理学療法士等が行う訪問について 1 週間に 6 回とは、歴週で数えるのか、月単位で数

えてよいのか？ 

A５） 歴週（日曜日起算）で、数える。 

Q６）医療保険の訪問看護の対象となる患者について、主治医が訪問看護ステーションに訪

問看護指示書を交付し、当該月にその患者が介護保険の複合型サービス事業所を利用する場

合、主治医は再度当該月に訪問看護指示料を算定できるか？ 

A６）訪問看護指示料は患者１人につき月１回に限り算定するものであり、当該月の訪問看護指示料

は１回しか算定できない。 

 

皆様、ご不明な点がございましたらお気軽に看護師へご質問ください。 （熊澤・代表） 

 

  中部メディカルのスタッフ紹介 

皆さまこんにちは！  中部メディカル 訪問看護ステーションで訪問看護師をさせて

頂いております加藤正子と申します。 私は春日井市に生まれ育ち、早くも５０年とプラ

スアルファ○年が経ちました。学生時代は一宮市で寮生活をして、看護の勉強をしてきま

した。その後、守山区に移り住み病院で外来診療や精神科も経験してきました。現在、義

母が車いす生活になっておりますが、お話を聴くことにより痛みが取れたり、笑顔が見ら

れたりすることを経験して、その時に在宅での訪問看護において、利用者さまのお話をし

っかり傾聴することの重要性を感じました。私の性格はのんびり屋でマイペース、自分か

らおしゃべりするより、お話を聞くことの方が大好きです。当ステーションでは年長者で

あるため、今までの経験を生かしながら、また新しい医療についての知識や技術について

は他の若いスタッフに教えてもらいながら、訪問看護を行なっていきたいと思います。ど

うぞよろしくお願い致します。       （加藤・看護師） 

  私たちの 18のビリーフ   10番「返事」 

皆さんは呼びかけた時に、パソコンに向かったまま、こちらを見ずに返事をされて気

分の悪い思いをしたことはありませんか？ 忙しいのは分かりますが、仕事の手を止め、

きちんと体を相手に向けて、目を見て「はいっ！」と元気よく言われると気持ちの良い

ものです。また、「あ、はい」とか「はーい」と言わないようにお互いに気をつけていま

す。返事ひとつで印象が随分変わりますので、笑顔を忘れずにビリーフ 10の返事の日は

良い返事ができるように心がけています。（熊澤真・専務） 

  中部メディカル 訪問看護ステーション    

利用者さま、ご家族さまへ情報をお届けします 



訪問看護、訪問リハビリについてのご質問ご相談のお電話メールをお待ちしております 

勉強会資料希望の方は無料で配布致します。ホームページからもお問い合わせできます 

  中部メディカル 訪問看護ステーション    

〒463-0048 名古屋市守山区小幡南三丁目 17-31 Ｂ-3 

                        ＴＥＬ 052-792-9802 ＦＡＸ 052-792-9803 

携帯  080-5298-9513 

E-mail   chubucare＠arion.ocn.ne.jp 

HP    http://www.chubu-med.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スタッフのほっと一息  

今回は会社から車で８分程の中華のお店、「あぶらや」さんに行ってきました。通り沿いの赤い

のれんと「チャンポンハウスⅡ」の看板が目印です！カウンター15席ほどの店内で、目の前で調

理されるので食欲が増してしまいます！お昼はランチもあり、この日はニラともやし炒め、ミニ

ラーメン、中華風冷奴、白ごはんと 650円で大満足でした！こちらのチャンポンも野菜たっぷり

でオススメです。最近野菜が高騰していますが、しっかり食べて食欲の秋を満喫しましょう！そ

してお近くにお越しの際は、弊社事務所にお立ち寄りください。  

 

皆様の情報もお待ちしております。(三宅・看護師) 

中部メディカル 訪問看護ステーションでは、外部研修に積極的に参加しています。学んだことをもとに、毎週水曜日の社内勉強

会に活かしています。9月は「ハラスメント」について勉強しました。 

 ハラスメント（嫌がらせ）とは？  

2007年（平成 19年）4月から施行された改正男女雇用機会均等法では、事業主のセクハラへの対策について、それまでの配慮

義務から措置義務に強化されました。セクシュアルハラスメントの内容、セクシュアルハラスメントがあってはならない旨の方針

を明確化し、周知・啓発すること。行為者については、厳正に対処する旨の方針・対処の内容を就業規則等に規定し、周知・啓発

することが義務化されました。セクシュアルハラスメントの具体的な内容は次の通りです。 

●スリーサイズを聞くなど身体的特徴を話題にすること 

●体調が悪そうな女性に「今日は生理日か」、「もう更年期か」などと言うこと 

● 「男のくせに根性がない」、「女には仕事を任せられない」、「女性は職場の花でありさえすればいい」、「女は学問などしなくて

も良い」などと発言すること 

●ヌードポスター等を職場に貼ること 

●身体を執拗に眺め回すこと  

●カラオケでのデュエットを強要すること 

●不必要な個人指導を行うこと 

季節の変わり目で暑かったり、涼しかったりコロコロ気候が変わりますが、お身体には十分に注意してください。 

10月は、「ナイチンゲール看護」などの勉強会を行う予定です。ホームページの管理者ブログでも公開中です。（熊澤・代表） 

 看護師雑記 みちくさ  

日に日に夜の時間が長くなっていく今日この

頃です。 皆様はいかがお過ごしでしょうか？  

秋と言ったら、スポーツの秋、読書の秋、そし

て、食欲の秋です。私は、運動音痴なのでスポー

ツは全く出来ません。では、読書はというと、活

字を見るとすぐ眠くなってしまいます。 やっぱ

り、私は、食欲の秋になります。 私の家庭では、

実家からもらった梨と、栗ごはん、栗の渋皮煮を

美味しく食べて秋を感じています。 これでは、

ますます、肥満体型に拍車がかかってしまいま

す。 皆様の所には、どんな秋がきていますか？ 

（大野・看護師） 
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